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イベント・行事の
開催について

新型コロナウイルスの影響により、掲載している行事について、やむなく中止となる場合があります。
最新の開催状況については、各問合せ先でご確認ください。

みんなのヒーロー 越前消防団
〜 地域を守る 誇りを胸に 〜



　

毎
年
、
水
防
訓
練
を
地
域
住
民
や

町
職
員
な
ど
と
一
緒
に
行
っ
て
い
ま

す
。
訓
練
当
日
に
は
多
く
の
土
の
う
を

作
成
し
、
希
望
す
る
地
区
に
配
っ
て
い

ま
す
。
過
去
に
町
内
で
起
こ
っ
た
水
害

の
際
に
、
そ
の
土
の
う
が
活
用
さ
れ
、

災
害
が
軽
減
さ
れ
た
実
績
も
あ
り
ま

す
。
ぜ
ひ
、
積
極
的
に
持
ち
帰
っ
て
突

発
的
な
災
害
に
備
え
て
く
だ
さ
い
。

水
防
訓
練
と

土
の
う
の
活
用

　

消
防
団
は
火
災
消
火
の
た
め
、
消

防
ポ
ン
プ
車
や
小
型
ポ
ン
プ
の
取
扱

い
と
操
作
の
手
順
を
習
得
す
る
訓
練

を
日
々
行
い
、
い
か
な
る
状
況
下
に

お
い
て
も
迅
速
、
確
実
か
つ
安
全
に

活
動
で
き
る
よ
う
鍛
錬
し
て
い
ま
す
。

　

訓
練
の
成
果
と
し
て
、
消
防
団
の

消
防
技
術
を
競
う
操
法
大
会
が
年
に

一
度
行
わ
れ
て
お
り
、
今
年
度
は
宮

崎
地
区
第
一
分
団
が
見
事
優
勝
し
ま

し
た
。

日
々
の
鍛
錬

操
法
大
会

大切なまちを守り続ける

地域のために自分にできること

　越前消防団は、地域に密着した消防防災のリーダーとして、平常
時・非常時を問わず、町民の生命、身体および財産を災害から守る
という重要な役割を担うため、日夜、献身的に活動を続けています。
　東日本大震災後も、全国各地でこれまでにない集中豪雨や土砂災
害などが発生し、さらに近い将来には大規模な地震の発生が懸念さ
れているため、消防団の役割と期待は益々大きくなっていると実感
しています。
　近年では、少子高齢化の進展や社会経済情勢の変化により、全国
的に消防団員が減少しております。本町においても、地域防災の担
い手の確保が大きな課題となっておりますが、我々消防団は常備消
防と連携し、地域のみなさんと一体となって、「自分たちの町は自分

たちで守る」という郷土愛護の精神のもと、地域特性を活かした活動の充実と地域防災力の向上を
進めてまいりますので、今後とも、ご理解、ご協力のほどよろしくお願いします。

　私は消防団に加入して6年目で、朝日地区第4分団に所属しています。
　私たちの普段の活動は、火災に備え、管轄する地域の巡回や消火
栓、防火水槽など不備がないか定期的に確認を行うだけでなく、毎
年5、6月には、操法訓練を行い、ポンプ操作や放水の練習を行って
います。
　また近年は、火災だけでなく風水害も多発していて、より迅速な
対応を求められています。被害を最小限に抑えるためにも、地域の
みなさんと連携して災害対応を行っていくことが大切で、普段から
地域行事に参加し、コミュニケーションを取るように努めています。

　

あ
ら
ゆ
る
災
害
活
動
に
お
い
て
消

防
署
だ
け
で
は
対
応
し
き
れ
な
い
場

合
が
あ
り
、
消
防
団
が
い
ち
早
く
現
場

に
駆
け
付
け
被
害
が
最
小
限
に
食
い

止
め
ら
れ
た
事
案
が
多
く
あ
り
ま
す
。

　

特
に
自
営
業
や
建
設
業
な
ど
あ
ら

ゆ
る
職
種
の
方
々
で
構
成
さ
れ
て
い

る
消
防
団
が
持
つ
地
域
性
の
高
い
情

報
や
専
門
的
知
識
が
強
い
力
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

日
夜
、
地
域
の
防
火
防
災
活
動
に

ご
協
力
い
た
だ
い
て
い
る
消
防
団
の

み
な
さ
ん
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
、

今
後
も
協
力
し
て
地
域
を
守
っ
て
い

く
所
存
で
す
。

問
合
せ
先

　
防
災
安
全
課　
☎
３
４‒

８
７
２
１

　
鯖
江
・
丹
生
消
防
組
合

　
丹
生
分
署　
☎
３
６‒

０
１
１
９

　
朝
日
分
遣
所　
☎
３
４‒

０
１
１
９

　
越
前
分
遣
所　
☎
３
７‒

０
１
１
９

　

越
前
消
防
団
で
は
、
地
域
を

守
る
消
防
団
員
を
随
時
募
集
し

て
い
ま
す
。
入
団
を
希
望
す
る

人
は
鯖
江
・
丹
生
消
防
組
合
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

消
防
署
か
ら
見
る

消
防
団

消防団長
関 谷  孝 一 さん

消防団員
山 口  堅 悟 さん

まち 人を守る を守る消防団
消
防
団
の
日
々
の
活
動

·

月
2
回
の
定
期
巡
回
広
報

 

（
火
災
予
防
）

·

地
区
の
防
災
訓
練
で
の
指
導

·

ポ
ン
プ
車
、
消
防
水
利
の

 

維
持
管
理

·

操
法
訓
練

 

な
ど

　

消
防
団
と
は
、
普
段
は
別
の
仕
事

を
持
ち
な
が
ら
、「
自
ら
の
地
域
は
自

ら
で
守
る
」
と
い
う
郷
土
愛
護
の
精

神
に
基
づ
き
、
地
域
の
火
事
や
災
害

時
に
は
現
場
に
駆
け
付
け
る
非
常
勤

特
別
職
の
地
方
公
務
員
で
す
。

　

消
防
団
は
、
全
国
す
べ
て
の
市
町

村
に
設
置
さ
れ
て
お
り
、
現
在
、
町
に

は
越
前
消
防
団
と
し
て
３
５
９
人
の

団
員
が
在
籍
し
て
い
ま
す
。
越
前
消

防
団
は
、
水
防
団
と
し
て
も
活
躍
し

て
お
り
、
台
風
、
豪
雨
、
地
震
な
ど

の
自
然
災
害
発
生
時
に
は
救
助
や
被

害
を
防
ぐ
活
動
、
さ
ら
に
は
事
故
災

害
に
お
け
る
救
助
活
動
な
ど
を
消
防

職
員
と
連
携
し
て
、
あ
ら
ゆ
る
災
害

に
対
処
し
、
地
域
を
守
っ
て
い
ま
す
。

地
域
を
守
る消

防
団
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７
月
10
日
に
「
サ
マ
ー
モ
ル
ッ
ク
大
会
」
が

越
前
陶
芸
村
で
開
か
れ
、
町
内
の
子
ど
も
た
ち

や
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
、
子
ど
も
会
育
成
会
役

員
な
ど
52
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
モ
ル
ッ
ク
と
は
、
木
の
棒
を
倒
し
て
点
数
を

競
う
競
技
で
、
簡
単
に
見
え
ま
す
が
、
頭
を
使

い
作
戦
を
立
て
て
競
い
ま
す
。

　
大
人
も
チ
ー
ム
に
加
わ
っ
て
、
子
ど
も
た
ち

は
熱
中
し
な
が
ら
競
技
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
今
年
も
中
高
校
生
の
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
の

み
な
さ
ん
が
受
付
や
審
判
を
行
い
、
参
加
し
た

子
ど
も
た
ち
は
充
実
し
た
思
い
出
に
残
る
時
間

を
過
ご
し
ま
し
た
。

越
前
町
子
ど
も
会　
サ
マ
ー
モ
ル
ッ
ク
大
会

▲「どれを狙おうかな？」

　

7
月
10
日
、
大
野
高
校
体
育
館
と
丹
生
高

校
体
育
館
で
天
皇
杯
・
皇
后
杯
全
日
本
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
選
手
権
大
会
福
井
県
ラ
ウ
ン
ド
が
開
か

れ
ま
し
た
。

　
町
内
在
住
の
監
督
・
選
手
が
所
属
す
る
Ｍ
Ａ
Ｋ

Ｅ
Ｎ
Ｚ
Ａ
!!（
男
子
）、炎
龍（
女
子
）が
優
勝
し
、

9
月
24
日
・
25
日
に
開
か
れ
る
北
信
越
ブ
ロ
ッ
ク

大
会
に
出
場
し
ま
す
。
町
民
の
み
な
さ
ん
の
温

か
い
ご
声
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

大
会
結
果
と
町
在
住
監
督
・
選
手

　
男
子
の
部　
優
勝　
Ｍ
Ａ
Ｋ
Ｅ
Ｎ
Ｚ
Ａ
!!

　
　
（
監
督
）
渡
辺 

勇　
（
選
手
）
山
田 

塁

　
女
子
の
部　
優
勝　
炎
龍

　
　
（
監
督
）
田
中 

淳
也

　
　
（
選
手
）
青
山 

菜
々
美　
田
代 

え
り

天
皇
杯
・
皇
后
杯

全
日
本
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会 

福
井
県
ラ
ウ
ン
ド

　
7
月
10
日
、
織
田
弓
道
場
で
第
33
回
織
田
信
長
杯
弓
道
大
会

が
開
か
れ
ま
し
た
。
今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
拡
大
防
止
の

た
め
、
丹
生
高
校
弓
道
部
員
と
越
前
町
弓
道
協
会
員
の
み
の
参

加
と
な
り
ま
し
た
が
、
日
ご
ろ
の
修
練
の
成
果
を
発
揮
し
、
和

気
あ
い
あ
い
と
試
合
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

第
33
回
織
田
信
長
杯
弓
道
大
会

▲上段：MAKENZA!!　下段：炎龍

　
8
月
7
日
に
朝
日
地
区
合
宿
通
学
実
行
委
員

会
主
催
の
「
防
災
学
習
」
が
越
前
町
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、
朝
日
地
区
の
小
学
4
年

生
24
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
児
童
た
ち
は
、県
防
災
士
会
の
指
導
の
も
と
、

防
災
ク
イ
ズ
や
段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
組
み
立
て
、

防
災
グ
ッ
ズ
づ
く
り
な
ど
に
取
り
組
み
、
災
害

時
に
活
動
す
る
自
衛
隊
の
車
両
や
消
防
車
の
見

学
も
行
い
ま
し
た
。

　
児
童
た
ち
は
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
み
な

さ
ん
と
交
流
を
深
め
な
が
ら
、
非
常
持
ち
出
し

袋
の
重
要
性
や
非
常
ト
イ
レ
な
ど
防
災
の
知
識

に
つ
い
て
一
生
懸
命
学
ん
で
い
ま
し
た
。

レ
ッ
ツ
・
チ
ャ
レ
ン
ジ
！ 

防
災
学
習

▲段ボールベッド組み立て体験

大
会
結
果

　
個
人
の
部
（
男
子
）

　
　
優　
勝　
水
嶋　
一
翔

　
　
準
優
勝　
貴
田　
淳
士

　
　
第
3
位　
佐
々
木
正
人

　
個
人
の
部
（
女
子
）

　
　
優　
勝　
八
尾　
凛
咲

　
　
準
優
勝　
水
嶋　
京
香

　
　
第
3
位　
姉
﨑
保
乃
香

▲大会に参加されたみなさん

　
団
体
の
部

　
　
優　
勝　
丹
生
高
Ａ

　
　
準
優
勝　
丹
生
Ｃ

　
　
第
3
位　
丹
生
Ａ

　

日
本
一
を
と
れ
た
こ
と
は
素
直
に
嬉

し
い
で
す
。
基
本
を
徹
底
し
、
ミ
ス
を

減
ら
せ
た
こ
と
が
勝
ち
に
つ
な
が
っ
た

と
思
い
ま
す
。

　

今
大
会
で
は
課
題
も
見
つ
か
り
、
改

善
し
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
今
後
も
、

多
く
の
方
へ
の
感
謝
を
忘
れ
ず
、
日
本

一
を
目
指
し
て
頑
張
り
ま
す
。

主
将　
谷
口
瑞
季
選
手
の
コ
メ
ン
ト

　

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
で
は
自
分
た
ち
の
走

る
ホ
ッ
ケ
ー
は
で
き
て
い
た
と
思
い
ま

す
。
し
か
し
、
決
定
力
が
ま
だ
ま
だ
足

り
な
か
っ
た
の
で
、
徹
底
的
に
練
習
し

て
、
次
の
国
体
、
選
抜
で
優
勝
で
き
る

よ
う
に
頑
張
り
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
方

の
応
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

主
将　
重
山
大
雅
選
手
の
コ
メ
ン
ト

令
和
4
年
度
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
・

第
１
０
４
回
全
国
高
等
学
校
野
球
選
手
権
大
会

7
月
〜
8
月
に
か
け
て
開
か
れ
た
全
国
大
会
に

町
内
か
ら
多
く
の
選
手
が
出
場
し
ま
し
た
。

大
会
結
果

丹
生
高
校
女
子
ホ
ッ
ケ
ー
部
（
優
勝
）

　
1
回
戦

　
　
西
京
高
等
学
校
（
山
口
）  
0

−

5  

丹
生

　
2
回
戦

　
　
各
務
野
（
岐
阜
）　　

  

0

−

5  
丹
生

　
準
決
勝

　
　
立
命
館
（
京
都
） 　
　

 

0

−

1  
丹
生

　
決　
勝

　
　
伊
吹
（
滋
賀
）　　
　

  

0

−

3  

丹
生

丹
生
高
校
男
子
ホ
ッ
ケ
ー
部
（
準
優
勝
）

　
1
回
戦

　
　
置
賜
農
業
（
山
形
）　  

0

−

12  

丹
生

　
2
回
戦

　
　
清
修
館
（
鹿
児
島
）　  

0

−

5  

丹
生

　
準
決
勝

　
　
天
理
（
奈
良
）　　
　

  

1

−

3  

丹
生

　
決　
勝

　
　
横
田
（
島
根
）　　
　

  

2

−

0  

丹
生

丹
生
高
校
女
子
弓
道
部

　
個
人
の
部　
予
選
出
場

　
団
体
戦
の
部

　
　
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
1
回
戦
進
出

　
　
豊
橋
商
業
（
愛
知
）　  

13

−

6  

丹
生

鯖
江
高
校　
陸
上
競
技　
木
下
道
晴 

選
手

　
種
目
５
０
０
０
ｍ　
17
位　
　

敦
賀
高
校　
陸
上
競
技　
藏
元
真
莉
奈 

選
手

　
4
×
４
０
０
ｍ
競
技　
予
選
出
場

　
８
０
０
ｍ
競
技　
　
　
予
選
出
場

敦
賀
気
比
高
校　
野
球
競
技　
濱
野
孝
教 

選
手

　
3
回
戦
進
出

準
優
勝　
丹
生
高
校
男
子
ホ
ッ
ケ
ー
部

　
決
勝
戦
、
強
豪
島
根
県
横
田
高
校
相
手
に

熱
戦
を
繰
り
広
げ
、
惜
し
く
も
０‒

２
で
敗

れ
ま
し
た
が
準
優
勝
と
い
う
好
成
績
を
残
し

ま
し
た
。

優
勝　
丹
生
高
校
女
子
ホ
ッ
ケ
ー
部

　

決
勝
戦
で
は
３‒

０
で
伊
吹
高
校
を
圧
倒

し
、
他
を
寄
せ
付
け
な
い
強
さ
で
4
大
会
ぶ

り
・
7
回
目
の
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

丹
生
高
校
女
子
弓
道
部

　

女
子
弓
道
競
技
は
、
8
月
6
日
〜
8
日
に

か
け
て
徳
島
県
徳
島
市
と
く
ぎ
ん
ト
モ
ニ
ア

リ
ー
ナ
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
6
日
の
個
人
に

2
名
が
出
場
し
、
7
・
8
日
は
団
体
戦
の
部

に
出
場
し
ま
し
た
。

　

個
人
で
は
予
選
を
通
過
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
団
体
戦
の
部
で
は
、
予
選
を
突
破
し
、

32
校
で
行
わ
れ
る
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に
進

出
し
ま
し
た
。
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
1
回
戦

で
、
強
豪
の
豊
橋
商
業
高
校
と
対
戦
し
敗
退

し
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、

最
後
ま
で
奮
闘

し
ま
し
た
。

広報 えちぜん5 令和 ４ 年 ９ 月号

まちの話題をお届けします!

広報 えちぜん 4令和 ４ 年 ９ 月号

えちぜん



　福鉄バス、京福バスでは令和５年２月末までフリーきっぷが半額で購入できるキャンペーンを実施して
います。普段は車でお出かけの方も、この機会に公共交通を利用してみてはいかがでしょうか。

福
鉄
バ
ス

京
福
バ
ス

※1　車内販売は枚数に限りがあります。お釣りがでないようにご協力をお願いします。

福鉄バスチケットセンター　☎0778‒21‒3330
福 井 鉄 道 越 前 武 生 駅　☎0778‒22‒0617

京 福 バ ス 運 行 管 理 部　☎0776‒57‒7700
京 福 バ ス 坂 井 営 業 所　☎0776‒77‒2046

お問合せ

越前町プレミ
アム食事券のご案内

新型コロナウイルス感染症の影響により
売上げが減少している旅館・民宿・料亭・飲食店等を支援するため、

プレミアム食事券を発行します。

取扱店舗は、「食事券購入引換券」送付時に
同封されるチラシ、または越前町ホーム
ページを参照してください。

旅館・民宿・料亭プレミアム食事券
⃝10,000円分を5,000円で販売。
　（1,000円×10枚綴り）
⃝1世帯3セットまで購入できます。

飲食店等プレミアム食事券
⃝5,000円分を2,500円で販売。
　（500円×10枚綴り）
⃝1世帯1セットまで購入できます。

販売日・販売場所
①10月2日（日）
　時間　午前9時 ~ 午後4時
　場所　越前町役場本庁
　　　　宮崎コミュニティセンター
　　　　越前コミュニティセンター
　　　　織田コミュニティセンター
②10月3日（月）~7日（金）
　時間　午前9時 ~ 午後5時
　場所　越前町商工会本所（福井銀行織田支店隣）
※①で売り切れた場合、②の販売はありません。

使用期限　令和4年12月31日（土）まで
購入方法

「食事券購入引換券」を9月下旬から全世帯に順次
郵送します。
以下のものを持参のうえ、販売場所にて食事券を
購入してください。

〈持参するもの〉⃝現金　⃝食事券購入引換券

食事券の種類

※売り切れた場合は途中で販売を終了します。

問合せ先　商工観光課　☎34‒8720

問合せ先　鯖江・丹生消防組合消防署 丹 生 分 署　☎36‒0119
 朝日分遣所　☎34‒0119
 越前分遣所　☎37‒0119
 http：//www.fd‒sabaenyu.jp

越前消防団　団員募集中
消防団に入って、越前町を守ってみませんか？

I n f o r m a t i o n  f r o m  f i r e  d e p a r t m e n t

消防署からのお知らせ

令和４年度  入札結果一覧  7月16日～8月15日

第71回福井県消防操法大会
越前消防団朝日地区第3分団　小型ポンプ操法に出場！

　7月23日、福井県消防学校で
第71回福井県消防操法大会が行
われ、鯖江・丹生消防組合代表と
して越前消防団朝日地区第３分
団が小型ポンプ操法に出場しまし
た。県下７チームが訓練の成果
を競い合いました。
　町民のみなさん、関係者のみな
さんから熱い声援を受け、大会では訓練の成果を十分に発揮することができました。
　長期にわたりご協力と応援をいただき、誠にありがとうございました。  越前消防団朝日地区第３分団一同

分団長　牧野　正克
指揮者　細川　陽平
１番員　牧野　　輝
２番員　松田　　豊
３番員　藤井　斎和
補欠員　出口　　亮
補助員　堀内　文夫

大
会
出
場
選
手

入札日 工　　　事　　　等　　　名 請負金額（円） 請負業者名
8月4日 令和４年度  町道中央線道路舗装補修工事 11,396,000 ㈱大生

8月4日 令和４年度  南団地改修工事（その５） 9,350,000 坂口木材㈱

8月4日 令和４年度  南団地改修工事（その４） 9,295,000 ㈱ KiKi

8月4日 令和４年度  気比庄第１団地跡地整地工事 8,547,000 ㈲江指組

8月3日 令和３年度（繰）  町道朝日西田中線消雪施設整備事業　機械設備工事 6,468,000 ㈱大生
※そのほかの結果については、町ホームページをご覧ください。

　9月9日は「救急の日」です。この「救急の日」を含む1週間（金曜日から木曜日）を「救急医療週間」とし、
住民のみなさんに救急業務や救急医療に対しての理解と認識を深めていただくことを目的に定められました。
「救える命・つながる命」のために家族や友人と救急に関する知識の共有や講習を受講してみませんか？

　大切な人が命の危機に迫っていたら、あなたは何ができますか？大切な家族や友人の命を救う
ことが出来る方法があります。それは応急手当です。救急隊が到着する前に、居合わせた人が心
肺蘇生法やＡＥＤを使用することで、生存率や社会復帰率が高くなることが分かっています。鯖江・
丹生消防組合は、住民のみなさんが応急手当の知識習得、実技向上して頂く機会として、【定期普
通救命講習】を開催しています。お気軽にお問い合わせください。

※その他ご不明な点がありましたら、鯖江・丹生消防組合　消防署　救急係（☎54-9115）にお問合せください。

定期普通救命講習を開催しています！定期普通救命講習を開催しています！

日　時 　毎月第2土曜日  9：00 ～ 12：00（3時間）
場　所 　鯖江・丹生消防組合  消防署
定　員 　先着10人（事前に電話にてお申し込みください）
申込先 　鯖江・丹生消防組合  消防署  救急担当 ☎54-9115
申込締切 　講習日の3日前まで　　 受講料 　無　料

主な講習：応急手当の重要性／心肺蘇生法／AEDの使用／異物除去法／止血法

9月9日は救急の日です！

広報 えちぜん7 令和 ４ 年 ９ 月号

町からのお知らせ

広報 えちぜん 6令和 ４ 年 ９ 月号

えちぜん



マイナビ マイナンバーカードに関するお知らせコーナー『マイナビ』
マイナポイント第2弾の対象は、9月末までにマイナンバーカードの申請を行った人です。9月は鯖江市役所
や他企業様とカード申請コラボイベントを実施しますので、まずは申請だけでもしてしまいましょう。

マイナちゃんの　ポイントマイナンバー
今月のマイナンバーカード休日窓口は4日（日）、11日（日）、25日（日）、夜間延長窓口は、6日（火）、20日（火）
です。ご予約は、住民環境課へお電話（☎34–8708）、または予約専用ホームページからお願いします。

ワン

　
令
和
2
年
か
ら
全
国
の
法
務
局（
遺
言
書
保

管
所
）に
お
い
て
運
用
し
て
い
る
自
筆
証
書
遺

言
書
保
管
制
度
は
、
相
続
を
め
ぐ
る
紛
争
を
防

止
す
る
と
い
う
観
点
か
ら
設
け
ら
れ
た
も
の
で

あ
り
、
遺
言
者
本
人
が
作
成
し
た
遺
言
書
を
法

務
局
が
保
管
す
る
こ
と
に
よ
り
、
遺
言
書
の
紛

失
・
亡
失
や
利
害
関
係
者
に
よ
る
破
棄
・
改
ざ

ん
な
ど
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
制
度
で
す
。

　

ま
た
、
相
続
開
始
時
に
は
、
遺
言
書
の
家

庭
裁
判
所
で
の
検
認
手
続
き
が
不
要
に
な
る
た

め
、遺
産
相
続
手
続
き
が
円
滑
に
行
わ
れ
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
総
務
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　
福
井
地
方
法
務
局
供
託
課

　
　
　
　
　
☎
０
７
７
６‒

２
２‒

４
１
９
２

ご
利
用
く
だ
さ
い「
自
筆
証
書
遺
言
書
保
管
制
度
」

　
銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法
の
一
部
改
正
に

よ
り
、
3
月
15
日
か
ら
ク
ロ
ス
ボ
ウ（
ボ
ウ
ガ

ン
）の
所
持
が
原
則
禁
止
と
な
り
ま
し
た
。
9

月
14
日
ま
で
に
廃
棄
な
ど
の
措
置
を
と
ら
な
い

と
不
法
所
持
と
な
り
ま
す
の
で
、
ク
ロ
ス
ボ
ウ

を
お
持
ち
の
人
は
、
管
轄
の
警
察
署
に
速
や
か

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　
福
井
県
警
察
本
部
生
活
安
全
企
画
課

　
　
　
　
　
☎
０
７
７
６‒

２
２‒

２
８
８
０

ク
ロ
ス
ボ
ウ
処
分
の
期
日
が
迫
っ
て
い
ま
す

　
悩
み
や
不
安
、
ひ
と
り
で
抱
え
込
ん
で
い
ま

せ
ん
か
。
つ
ら
い
こ
と
、
不
安
な
こ
と
、
ひ
と

り
で
悩
ま
ず
に
私
た
ち
に
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

　
専
門
の
ス
タ
ッ
フ
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

日　
　
時　
9
月
18
日
㈰　
午
前
9
時
〜
正
午

場　
　
所　
福
井
県
丹
南
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
鯖
江
市
水
落
1
丁
目
２‒

25

内　
　
容　
法
律
、
心
の
健
康
、
依
存
症
、

　
　
　
　
　
離
婚
、
Ｄ
Ｖ

　
　
　
　
　
生
活
困
窮
な
ど
に
関
す
る
こ
と

　
　
　
　
　
※
個
別
相
談
（
1
回
50
分
）

　
　
　
　
　
　
事
前
予
約
制
・
無
料

問
合
せ
先　
福
井
県
丹
南
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
☎
５
１‒

０
０
３
４

悩
み
ご
と
相
談
会

　
町
で
は
、
イ
ノ
シ
シ
や
シ
カ
な
ど
有
害
鳥
獣

の
捕
獲
隊
員
と
し
て
活
躍
し
て
い
た
だ
け
る
人

材
の
育
成
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
狩
猟
免
許

の
取
得
又
は
更
新
の
受
講
料
に
対
す
る
支
援
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
他
、
活
動
に
対
す
る
支
援
も
行
っ
て
い

ま
す
の
で
詳
し
く
は
、
農
林
水
産
課
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　
農
林
水
産
課

　
　
　
　
　
☎
３
４-

８
７
０
４

有
害
鳥
獣
捕
獲
隊
員
育
成
事
業
補
助
金

補助対象者 種　　別 内　　容

個　　人

（越前町鳥獣被害対
策捕獲隊で活動す
る人または活動が
見込まれる人）

狩猟免許取得
受講料

• 受講料の1/2以内を
補助（銃免許上限
50,000円、わな免
許上限15,000円）

狩猟免許更新
受講料（わな）

• 受 講 料 の1/2以 内
（上 限5,000円）を
補助

銃所持許可
更新受講料

• 受 講 料 の1/2以 内
（上 限9,000円）を
補助

　
秋
は
ク
マ
が
冬
眠
前
に
食
べ
物
を
求
め
て
活

発
に
活
動
し
ま
す
。
県
内
は
、
ど
の
山
も
ク
マ

の
生
息
地
で
ク
マ
に
出
遭
う
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
入
山
す
る
場
合
は
、
次
の
こ
と
に
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

●
柿
の
木
や
栗
の
木
に
は
十
分
注
意
し
て

　
柿
や
栗
、
銀
杏
、
ド
ン
グ
リ
な
ど
は
ク
マ
の

好
物
で
す
。
木
に
爪
痕
や
枝
が
た
く
さ
ん
折
れ

て
い
る
場
合
は
ク
マ
が
食
べ
に
来
て
い
ま
す
。

ク
マ
の
餌
と
な
る
実
が
多
い
場
所
は
、
餌
が
な

く
な
る
ま
で
ク
マ
が
頻
繁
に
出
没
し
ま
す
。
不

用
意
に
近
づ
か
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

●
朝
夕
は
特
に
注
意
し
て

　

朝
夕
は
餌
を
求
め
て
活
発
に
活
動
し
ま
す
。

特
に
入
山
す
る
際
は
朝
夕
を
避
け
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
鈴
、
笛
、
ラ
ジ
オ
な
ど
音
が
出
る
も
の

を
携
帯
し
、
ク
マ
に
自
分
の
存
在
を
知
ら
せ
る

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

※
柿
や
栗
な
ど
は
ク
マ
を
誘
引
す
る
原
因
で

す
。
早
め
に
収
穫
を
し
て
、
ク
マ
を
呼
び
寄

せ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。　

※
ク
マ
を
目
撃
し
た
ら
、
農
林
水
産
課
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　
農
林
水
産
課

　
　
　
　
　
☎
３
４‒

８
７
０
４

秋
の
ク
マ
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い

　
町
で
は
、
子
育
て
家
庭
の
経
済
的
・
精
神
的

負
担
を
軽
減
す
る
す
み
ず
み
子
育
て
サ
ポ
ー
ト

事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。制
度
改
正
に
伴
い
、

9
月
か
ら
補
助
内
容
を
一
部
拡
充
し
ま
し
た
。

事
業
内
容

一
時
預
か
り
サ
ポ
ー
ト

対　
象　
町
内
在
住
で
1
〜
3
歳
の
児
童
の
養
育
者

施　
設

　
ハ
ー
ツ
き
っ
ず

　
　
さ
ば
え　
☎
０
１
２
０‒

７
０‒

３
４
１
５

　
　
た
け
ふ　
☎
０
１
２
０‒

５
４‒

３
４
１
５

　
　
羽　
水　
☎
０
１
２
０‒

８
２‒

３
４
１
５

居
宅
訪
問
型
一
時
預
か
り
・
生
活
支
援
サ
ポ
ー
ト

対　
象

町
内
在
住
で
小
学
校
３
年
生（
児
童
ク
ラ
ブ

を
利
用
で
き
な
い
児
童
に
限
る
）ま
で
の
児

童
の
養
育
者
、
ま
た
は
第
1
子
を
出
産
予
定

の
妊
婦

施　
設　
越
前
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
☎
3
４‒

２
３
８
８

補
助
金
額（
利
用
金
額
か
ら
差
し
引
か
れ
ま
す
）

児
童
1
人
あ
た
り
1
時
間
３
５
０
円

※
第
2
子
以
降
の
児
童
、
第
1
子
の
多
胎
児
に

つ
い
て
は
、
1
時
間
７
０
０
円
。

※
補
助
対
象
時
間
に
は
上
限
が
あ
り
ま
す
。

利
用
方
法

　
事
前
に
登
録
申
込
み
を
行
い
、
利
用
時
に
利

用
申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
提
出
書
類

は
各
施
設
に
て
お
受
け
取
り
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　
子
ど
も
未
来
課

　
　
　
　
　
☎
３
４‒

８
７
２
５

す
み
ず
み
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
事
業
の
お
知
ら
せ

　
町
で
は
、
官
民
協
働
事
業
と
し
て
令
和
4
年

度
版
越
前
町
「
暮
ら
し
の
便
利
帳
」
の
制
作
と

発
行
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
伴
い
、
広

告
掲
載
の
募
集
を
行
い
ま
す
。

　
「
暮
ら
し
の
便
利
帳
」
と
は
、
町
民
に
役
立

つ
行
政
情
報
や
町
内
事
業
所
な
ど
の
広
告
を
掲

載
し
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
地
域
経
済
の

活
性
化
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
制
作
す

る
行
政
情
報
誌
で
す
。

　
便
利
帳
発
行
に
つ
い
て
は
総
務
課
へ
、
広
告

の
募
集
・
掲
載
に
つ
い
て
は
共
同
発
行
会
社
の

㈱
サ
イ
ネ
ッ
ク
ス
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
平
成
29
年
度
発
行
の「
暮
ら
し
の
便
利

帳
」は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

問
合
せ
先

　
総
務
課　
☎
３
４‒

８
７
０
０

　
㈱
サ
イ
ネ
ッ
ク
ス　
☎
０
７
７
６‒

３
４‒

６
５
６
６

越
前
町「
暮
ら
し
の
便
利
帳
」の
広
告
を
募
集
し
ま
す

▲平成29年度発行の暮らしの便利帳

　

取
引
、
証
明
な
ど
に
使
用
さ
れ
る
計は

量か

器り

は
、
計
量
法
の
規
定
に
よ
り
、
2
年
に
1
度
定

期
検
査
を
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
今
年

は
、
町
内
に
お
い
て
検
査
が
行
わ
れ
ま
す
。
該

当
す
る
計
量
器
を
持
っ
て
い
る
人
は
必
ず
検
査

を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

集
合
検
査
日
時
・
場
所

　
9
月
27
日
㈫

　
　
午
前
10
時
〜
正
午
、
午
後
1
時
〜
3
時

　
　
宮
崎
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　
9
月
28
日
㈬

　
　
午
前
10
時
〜
正
午
、
午
後
1
時
〜
3
時

　
　
越
前
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

対
象
と
な
る
計
量
器

◦
非
自
動
は
か
り
・
分
銅
お
よ
び
お
も
り
で
、
検

定
証
印
ま
た
は
基
準
適
合
証
印
の
あ
る
も
の
。

（
業
務
用
は
か
り
）

定
期
検
査
の
対
象
か
ら
除
外
さ
れ
る
計
量
器

◦
取
引
・
証
明
以
外
用
の
計
量
器

◦
1
目
盛
り
が
10
㎎
未
満
の
計
量
器

定
期
検
査
の
対
象
で
あ
る
が
、
検
査
を
免
除
さ

れ
る
計
量
器

◦
適
正
計
量
管
理
事
業
所
で
使
用
し
て
い
る
計

量
器

◦
定
期
検
査
に
代
わ
り
計
量
士
に
よ
る
代
検
査

（
法
第
25
条
）
を
受
検
し
た
計
量
器

◦
定
期
検
査
済
シ
ー
ル
に
表
示
さ
れ
た
年
月
の

翌
月
か
ら
起
算
し
て
1
年
を
経
過
し
て
い
な

い
計
量
器

◦
製
造
さ
れ
た
年
月
の
翌
月
か
ら
起
算
し
て
1
年

を
経
過
し
て
い
な
い
計
量
器

問
合
せ
先　
商
工
観
光
課

　
　
　
　
　
☎
３
４‒

８
７
２
０

「
計は

か

り

量
器
」
の
定
期
検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う　

　

秋
の
交
通
安
全
県
民
運
動
で
は
、
日
没
時
間

の
急
激
な
早
ま
り
な
ど
を
考
慮
し
、
次
の
３
つ

の
重
点
を
定
め
て
い
ま
す
。

·

子
ど
も
を
始
め
と
す
る
歩
行
者
の
安
全
の
確
保

·

夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
交
通
事
故
等
の
防
止
お

よ
び
飲
酒
運
転
の
根
絶

·

自
転
車
の
交
通
ル
ー
ル
遵
守
の
徹
底 

　

ド
ラ
イ
バ
ー
は
、
運
転
に
集
中
す
る
こ
と
を

心
が
け
、
横
断
歩
道
で
は
歩
行
者
フ
ァ
ー
ス
ト

を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

　

歩
行
者
は
、
夕
暮
れ
や
夜
間
に
外
出
す
る
と

き
は
、
明
る
い
服
装
や
反
射
材
を
身
に
着
け
ま

し
ょ
う
。

問
合
せ
先　
防
災
安
全
課　
☎
３
４‒

８
７
２
１

9
月
21
日
か
ら
30
日
は
「
秋
の
交
通
安
全
県
民
運
動
期
間
」
で
す
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町からのお知らせ えちぜん



　
底
び
き
網
漁
が
解
禁
と
な
る
9
月
、
越
前
海

岸
で
は
1
年
で
も
っ
と
も
多
く
の
種
類
の
魚
が

と
れ
、
漁
港
は
活
気
づ
き
ま
す
。
越
前
さ
か
な

ま
つ
り
は
「
見
て
、
買
っ
て
、
味
わ
え
る
」
イ

ベ
ン
ト
が
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。

　
越
前
で
水
揚
げ
さ
れ
た
新
鮮
な
魚
介
類
な
ど

を
販
売
す
る
て
ん
ぐ
り
も
ん
市
場
や
、
海
鮮
焼

き
そ
ば
、
海
鮮
焼
き
な
ど
の
グ
ル
メ
屋
台
、
ま

た
、
さ
か
な
の
つ
か
み
取
り
体
験
や
漁
船
乗
船

体
験
な
ど
漁
師
気
分
が
味
わ
え
る
体
験
企
画

に
、
越
前
町
の
お
さ
か
な
を
間
近
で
観
察
で
き

る
ふ
れ
あ
い
水
族
館
も
あ
り
、
楽
し
み
な
が
ら

魚
や
漁
業
に
親
し
め
る
企
画
が
盛
り
だ
く
さ
ん

で
す
。
越
前
の
魚
の
魅
力
い
っ
ぱ
い
の
イ
ベ
ン

ト
に
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

開
催
日　
9
月
24
日
㈯
・
25
日
㈰

　
　
　
　
　
午
前
9
時
〜
午
後
3
時

場　

所　
道
の
駅
「
越
前
」
駐
車
場

問
合
せ
先　
越
前
さ
か
な
ま
つ
り
実
行
委
員
会

　
　
　
　
　
☎
３
７‒

１
２
３
４

「
第
12
回
越
前
さ
か
な
ま
つ
り
」
を
開
催
し
ま
す

▲魚介類を販売するてんぐりもん市場▲漁船乗船体験

　
大
人
気
の
森
本
御
記
子
先
生
に
よ
る
楽
し
い

ヨ
ガ
講
座
。優
し
く
、丁
寧
に
教
え
て
く
れ
ま
す
。

肩
こ
り
、
腰
痛
、
ス
ト
レ
ス
解
消
、
そ
し
て
コ

ロ
ナ
で
疲
れ
た
心
身
も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
！
初
心

者
の
人
も
大
歓
迎
。
楽
し
く
ヨ
ガ
を
始
め
て
み

ま
せ
ん
か
？
み
な
さ
ん
の
ご
参
加
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

期　
　
間　
10
月
〜
３
月

　
　
　
　
　
毎
週
第
１
、３
金
曜
日（
全
12
回
）

時　
　
間　
午
前
10
時
〜
10
時
45
分

場　
　
所　
泰
澄
の
杜

会　
　
費　
５
５
０
０
円

　
　
　
　
　
※
１
回
だ
け
の
参
加
も
可

　
　
　
　
　
　
（
１
回
５
０
０
円
）

問
合
せ
先　
泰
澄
の
杜　
☎
３
４‒

２
３
２
２

森
林
ヨ
ガ
講
座
参
加
者
募
集
中

秋の満喫まつり
プラントピア 9/17土

▲ 11/7月

開園時間　午前9時〜午後5時（入園受付は午後4時まで） 　　入 園 料　大人310円　中高生200円　小学生100円
休 園 日　毎週火曜日（火曜日が祝祭日の場合はその翌日）　　問合せ先　福井総合植物園プラントピア　☎34–1120

館内スタンプラリー「ハロウィンパーティー」
今年もプラントピアにハロウィンモンスターたちがやって来る ! !
死神が放ったハロウィンモンスターたちを見つけてスタンプを集め
よう。全てのスタンプを集めるとお菓子のプレゼントがもらえるよ。

時　間　午前9時～午後5時

場　所　植物館内

きのこ観察会
秋は、野山でたくさんのきのこが見られる季節です。いろいろなきのこを観察して、
生き物としてのきのこを学びます。（きのこの食毒の見分け方の講座ではありません。）

日　時	 10月16日（日）　午前9時～午後3時
内　容	 野外観察　きのこ同定会（採集したきのこの名前付け）　※荒天時は、きのこ講演会
持ち物・服装　歩きやすい格好、軍手、手提げ袋、新聞紙、雨具（小雨決行）
　　　　　　		※途中、お昼休憩がありますので、昼食は各自ご用意ください。

定　員	 30人　　参加費　200円（別途入園料が必要です）　　申込み　お電話にてお申し込みください。

季節を感じる寄せ植え教室に参加
してみませんか？
初心者でも楽しく体験できます。

日　時	 9月25日㈰
	 ①午前10時～正午
	 ②午後1時～午後3時

定　員	 各回15人
参加費　1,500円（別途入園料が必要です）
講　師	 グリーンアドバイザー　小林　鈴子氏（小林農園）
申込み　お電話にてお申込みください。

秋秋のの寄寄せせ植植ええ教室教室

ドーム型の土台に
木の実やジャック・
オー・ランタンな
どのパーツをつけ
てハロウィンの飾
り物を作ります。

時　間　午前9時～午後3時
材料費　1,000円（別途入園料が必要です）
対象年齢　10歳～
	 （グルーガンを使用するため年齢制限しています）

申込み　お電話にてお申し込みください。（先着20人）

ハロウィンクラフト作りハロウィンクラフト作り
「ハロウィンドーム」「ハロウィンドーム」

プラントピアオリジナ
ルの台紙で押し花キー
ホルダーを作ろう。
ジャック・オー・ラン
タンやクロネコなど好
きな台紙を選んで作る
とっても可愛いキーホルダー作りです。

時　間　午前9時～午後3時
材料費　300円（別途入園料が必要です）
申込み　お電話にてお申し込みください。

押し花キーホルダー作り押し花キーホルダー作り

カエンタケ

　
桝
谷
ダ
ム
の
ほ
か
日
野
川
の
水
資
源
施
設
を

見
学
し
ま
す
。

日　
　
時　
11
月
12
日
㈯

　
　
　
　
　
午
前
8
時
半
〜
午
後
3
時
半

集
合
場
所　
越
前
町
役
場
正
面
玄
関

参
加
費　
無
料　
昼
食
、
雨
具
持
参

定　
　
員　
40
人

※
定
員
を
超
え
た
場
合
、
抽
選
と

な
り
ま
す
。

行　
　
程　
桝
谷
ダ
ム
→
八
乙
女
頭
首
工
→
道

の
駅
「
南
え
ち
ぜ
ん
山
海
里
」（
昼

食
）
→
日
野
川
用
水
第
2
発
電
所

申
込
方
法　
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ

申
込
締
切　
10
月
15
日
㈯

問
合
せ
先　
池
田
観
光
ト
ラ
ベ
ル
㈱

☎
４
３‒

７
７
７
０

Ｆ
Ａ
Ｘ
４
３‒

７
７
７
１

水
道
水
の
ル
ー
ツ
を
探
る
！
　
秋
の
桝
谷
ダ
ム
見
学
会

木の実やドライフラワーを使って、
ハロウィンらしい壁掛けを作ります。

時　間　午前9時～午後3時
材料費　500円（別途入園料が必要です）
申込み　お電話にてお申し込みください。

親子で楽しむクラフト作り親子で楽しむクラフト作り
 「ハロウィンワールド」 「ハロウィンワールド」

　

織
田
文
化
歴
史
館
、
町
立
図
書
館
織
田
分

館
、
雨
田
光
平
記
念
館
は
、
保
管
資
料
の
く
ん

蒸
、
蔵
書
点
検
、
展
示
替
え
の
た
め
、
次
の
期

間
中
は
休
館
し
ま
す
。
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま

す
が
、
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

休
館
期
間

　
織
田
文
化
歴
史
館　

　
　
9
月
27
日
㈫
・
28
日
㈬

　
町
立
図
書
館
織
田
分
館

　
　
9
月
27
日
㈫
〜
10
月
2
日
㈰

　
雨
田
光
平
記
念
館

　
　
9
月
27
日
㈫
〜
10
月
7
日
㈮

問
合
せ
先

　
織
田
文
化
歴
史
館
・
町
立
図
書
館
織
田
分
館

　
　
☎
３
６‒

２
２
８
８

　
雨
田
光
平
記
念
館

　
　
☎
３
６‒

２
６
６
６

織
田
文
化
歴
史
館
と
雨
田
光
平
記
念
館
の
臨
時
休
館
に
つ
い
て

　
越
前
町
音
楽
祭
実
行
委
員
会
で
は
、
今
年
の

音
楽
祭
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

　
み
な
さ
ん
の
ご
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

期　
　
日　
11
月
23
日（
水
・
祝
）

時　
　
間　
午
前
10
時
〜
午
後
4
時

　
　
　
　
　
昼
食
は
準
備
し
ま
す
。

会　
　
場　
カ
メ
リ
ア
ホ
ー
ル

内　
　
容　
会
場
準
備
・
受
付
・
会
場
案
内
な
ど

対
象
者　
高
校
生
以
上

締
切
日　
10
月
14
日
㈮

応
募
先　
越
前
町
音
楽
祭
実
行
委
員
会
事
務
局

　
　
　
　
　
（
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
内
）

　
　
　
　
　
☎
３
４‒

２
０
０
０

２
０
２
２
越
前
町
音
楽
祭　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
募
集
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人間は動物だけど法がある	 林　栄美子
一番の喜びを知る子の成長	 嵐　喜美枝川 柳

陶芸村だより 2022年

9月

越前焼の館 ☎32‒2199
開館時間／平　日10：00 ～ 16：00
　　　　　土日祝 9：00 ～ 17：00
休 館 日／年末年始のみ

越前陶芸村文化交流会館
☎32‒3200
開館時間／9：00～17：00（最終入館は16：30）
休 館 日／月曜（祝日を除く）、祝日の翌日、年末年始

福井県陶芸館・越前古窯博物館
☎32‒2174
開館時間／9：00 ～ 17：00（最終入館は16：30）
休 館 日／月曜（祝日を除く）、祝日の翌日、年末年始

越前陶芸村文化交流会館　イベント情報 問合せ先　越前陶芸村文化交流会館　☎32‒3200

越前陶芸村文化交流会館　イベント情報 問合せ先　越前陶芸村文化交流会館　☎32‒3200

福井県陶芸館　イベント情報 問合せ先　福井県陶芸館　☎32‒2174

入江紳好・英代夫妻に
とっての初個展。色や模
様が楽しいやきものを
二人で考えられ、優しい
風合いを感じていただ
ける作品が並びます。

期　間 9月23日（金・祝）～10月23日（日）
時　間 9：00～17：00（最終入館16：30）
場　所 福井県陶芸館
 越前焼セレクトショップ Clays
料　金 観覧無料

入江紳好・英代  陶展 入江紳好・英代  陶展 
楽しいやきものいっぱい作りました。楽しいやきものいっぱい作りました。

陶芸公園に咲いている
マリーゴールドの花を
煮出してトートバックを
染めます。黄色や橙色
の優しい風合いをお楽
しみください。

　
ワ
ン
コ
イ
ン
で
一
流
の
音
楽
を
身
近
に
感
じ

る
こ
と
が
で
き
る
「
国
際
音
楽
祭
in
越
前
町
」

　
今
年
は
、
国
内
外
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
ヴ
ァ

イ
オ
リ
ン
奏
者
の
ギ
オ
ル
ギ・バ
ブ
ア
ゼ
さ
ん
、

ヴ
ィ
オ
ラ
奏
者
の
ザ
ザ
・
ゴ
グ
ア
さ
ん
、
チ
ェ

ロ
奏
者
の
ル
ド
ヴ
ィ
ー
ト
・
カ
ン
タ
さ
ん
、
ピ

ア
ニ
ス
ト
の
大
宅
さ
お
り
さ
ん
の
4
人
に
よ
る

コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。

　
こ
の
機
会
に
国
内
外
で
活
躍
す
る
プ
ロ
の
演

奏
家
に
よ
る
す
ば
ら
し
い
演
奏
を
お
楽
し
み
く

だ
さ
い
。

日　
　
時　
10
月
1
日
㈯

　
昼
の
部　
開　
場　
午
後
1
時
30
分　

　
　
　
　
　
開　
演　
午
後
2
時
〜

　
夜
の
部　
開　
場　
午
後
6
時
30
分　

　
　
　
　
　
開　
演　
午
後
7
時
〜

　
　
　
　
　
（
演
奏
時
間
１
時
間　
休
憩
な
し
）

場　
　
所　
カ
メ
リ
ア
ホ
ー
ル

入
場
料　
５
０
０
円
（
高
校
生
以
下
無
料
）

※
チ
ケ
ッ
ト
は
、越
前
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
、

宮
崎
・
越
前
・
織
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

で
お
求
め
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　
生
涯
学
習
課　
☎
３
４‒

２
０
０
０

２
０
２
２
国
際
音
楽
祭
in
越
前
町

　
陶
芸
村
の
5
施
設
に
設
置
の
謎
解
き
を
解
読

し
、
越
前
焼
や
い
ち
ほ
ま
れ
、
施
設
入
場
券
、

お
買
い
物
券
な
ど
の
豪
華
景
品
を
ゲ
ッ
ト
し
よ

う
！！
今
年
は
ラ
プ
ト
く
ん
も
応
援
に
や
っ
て
く

る
よ
。
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
の
お
い
し
い
も
の
を
食

べ
な
が
ら
陶
芸
村
で
一
日
満
喫
し
よ
う
！！

参
加
施
設　
福
井
県
陶
芸
館

　
　
　
　
　
越
前
古
窯
博
物
館

　
　
　
　
　
越
前
陶
芸
村
文
化
交
流
会
館

　
　
　
　
　
越
前
焼
の
館

　
　
　
　
　
だ
い
こ
ん
舎

越
前
陶
芸
村　
謎
解
き
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
を
開
催
し
ま
す

▲ギオルギ・バブアゼ
　（ヴァイオリン）

▲ザザ・ゴグア
　（ヴィオラ）

▲ルドヴィート・カンタ
　（チェロ）

▲大宅さおり
　（ピアノ）

期　間 9 月 4 日（日）
時　間 9：30～、13：30～
所要時間 2 時間30分　
場　所 越前陶芸公園
受　付　越前古窯博物館
 旧水野家住宅

料　金 2300円（飲み物、陶
ふうりん入場券付き）

キャンセル料 3 日前から100％
定　員 各回10人
 事前予約優先
持ち物 ゴム手袋、汚れても

よい服装

マリーゴールドの花で
トートバックを染めよう

おいしい食材と素敵な器。
食欲の秋にぴったりな越前焼の

「おいしい器」を一堂に集めた
展示販売会を開催中。毎日使う
食器だからこそ、気に入ったも
のをお手元に。

日　時 開催中～11月6日（日）
場　所 越前陶芸村文化交流会館
 ロビー
時　間 9：00～17：00
　　　　（最終入館は16：30）
出展作家 25人場　所 越前陶芸村文化交流会館　ロビー

時　間 9：00～17：00（最終入館は16：30）
料　金 コーヒー  200円・500円　　ココア  200円

美味しい器展　美味しい器展　

Window GalleryWindow Gallery
 「てにをは」 「てにをは」

９月、10月
風来窯　大屋宇一郎氏

期　間　9 月15日（木）～
 11月13日（日）

窓辺のギャラリー「てにをは」。作り手の思いをお客様に伝えたい。
互いをつなげる展示。
風来窯の動物の世界が窓辺に広がります。ほんわか心が温まる楽し
い展示です。

わたわたししののいちおいちおしし展展

期　間　９月１５日（木）～１１月１３日（日）

　窯元おすすめの器や新作たち
を展示販売。作り手の個性と
こだわりがつまったプチ個展。
　普段使いの器が並びます。
９月、１０月展示作家はやわらぎ
工房（清水）、杏里窯（宇野）、
あかね陶房（山路）です。

越前焼窯元の作ったカップを選んで、コーヒーがやきもので愉しめる
コーナーは、一度知ってしまうと、誰かに教えてあげたくなること
間違いなし！常時約100点もあるので、どれにしようか迷っちゃう！
セルフサービスなので、気兼ねすることもないし、自販機から出てく
るコーヒーは、購入ボタンを押してから豆を挽いて注ぐんだって！本
格的でしょ！ちょっとリッチな特別な豆のコーヒーもおすすめよ！

越前焼で珈琲時間
常 設

　
9
月
19
日
開
催
予
定
の
「
令
和
4
年
度
越
前

町
敬
老
会
」
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
爆
発
的
な
増
加
に
伴
い
、
誠
に
残
念
で
は

ご
ざ
い
ま
す
が
、中
止
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
満
77
歳
以
上
（
昭
和
20
年
12
月
31
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
人
）
の
み
な
さ
ん
に
は
、
敬
老
の
日

に
あ
わ
せ
て
、
お
祝
い
の
品
を
お
送
り
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

問
合
せ
先　
介
護
福
祉
課　
☎
３
４‒

８
７
１
５

令
和
4
年
度　
敬
老
会
の
中
止
に
つ
い
て

日　
　
時　
9
月
23
日
㈮
〜
25
日
㈰

　
　
　
　
　
午
前
10
〜
午
後
4
時

参
加
費　
無
料

ラ
プ
ト
く
ん
と
遊
ぼ
う
！

　
24
日
10
時
か
ら
は
、
ラ
プ
ト
く
ん
か
ら
ク
イ

ズ
が
出
る
よ
。
参
加
希
望
の
キ
ッ
ズ
は
整
理
券

を
ゲ
ッ
ト
し
て
ね
。（
先
着
30
名
限
定
）

整
理
券
配
布　
午
前
9
時

　
　
　
　
　
越
前
陶
芸
村
文
化
交
流
会
館
玄
関
前

問
合
せ
先　
越
前
陶
芸
村
歩
の
歩
の
会

　
　
　
　
　
㈹
文
化
交
流
会
館

　
　
　
　
　
☎
３
２‒

３
２
０
０
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人間味あふれる言葉褒め言葉	 松村　典子
孫の伸び喜びながら祖母見てる	 武藤　久子川 柳 思いやり人間として生く導	 笹下　利行

喜びがすぐ顔に出る口に出る	 渡辺　照子川 柳

図書館だより

問合せ先    障がい生活課　☎34‒8723

日常生活で使える簡単な手話を覚えて、
手話で会話してみましょう！

　「指文字」とは、一文字ずつ指
の形を変えて表現する方法をいい
ます。50音一つ一つに決まった
形が有り、片手で表現ができます。
手話がわからないときに、使うこ
とができるので、とても便利です。
今回は左手です。ぜひ挑戦してみ
てね。 （相手から見た手の形）

指文字で会話して見ましょう

第17回

な

ぬ

に

ね の

町立図書館  ☎34–0395　　越 前 分 館  ☎37–7713
宮 崎 分 館  ☎32–7713　　織 田 分 館  ☎36–2288

問合せ先

男
女
共
同
参
画・

人
権
の
と
び
ら

男女共同参画・人権のとびら

ｖｏｌ.70

第
72
回
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」

～
犯
罪
や
非
行
を
防
止
し
、
立
ち
直
り
を
支
え
る
地
域
の
チ
カ
ラ
～

認
め
合

い  男女の心をつ
なぐ

ま
ち

ひ と

　

7
月
26
日
、
カ
メ
リ
ア
ホ
ー
ル
で
「
社
会
を

明
る
く
す
る
運
動
」
の
一
環
と
し
て
、
内
閣
総

理
大
臣
メ
ッ
セ
ー
ジ
伝
達
式
が
行
わ
れ
、
福
井

保
護
観
察
所　

安
藤
所
長
か
ら
青
柳
町
長
と
笠

原
議
長
へ
、
岸
田
首
相
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が

伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
町
内
の
小
中
学
生
か
ら
募
集
し
た
標

語
・
作
文
で
最
優
秀
賞
に
輝
い
た
児
童
生
徒
の

表
彰
や
宮
崎
中
学
校
吹
奏
楽
部
に
よ
る
演
奏
も

披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
と
は
、
す
べ

て
の
国
民
が
、
犯
罪
や
非
行
の
防
止
と
罪
を
犯

し
た
人
た
ち
の
更
生
に
つ
い
て
の
正
し
い
理
解

を
深
め
、
み
ん
な
で
協
力
し
合
い
、
犯
罪
の
な

い
安
全
で
安
心
な
明
る
い
地
域
社
会
を
築
く
た

め
の
全
国
的
な
運
動
で
す
。

　

本
町
で
も
明
る
い
地
域
社
会
が
続
い
て
い
き

ま
す
よ
う
、
み
な
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ
先　

住
民
環
境
課　

☎
３
４–

８
７
０
８

　10月1日から、町内図書館の開館時間を統一することになり、宮崎・越前分館の開館時間が変更
になります。利用者のみなさんにはご迷惑をおかけしますが、ご理解とご協力をお願いします。

　9月26日（月）から休館日を含めた約1週間、休館します。利用者のみなさんにはご不便を
かけますが、ご理解とご協力をお願いします。

変　更　前
午前9時～午後9時

歴史資料館のくん蒸作業：9月27日（火）〜28日（水）
図書館織田分館蔵書点検：9月29日（木）〜10月2日（日）

宮崎・越前分館の開館時間変更のお知らせ

織田分館の蔵書点検等に伴う臨時休館のお知らせ

➡ 変　更　後
午前10時～午後6時

家族も支援の手が必要です

介護は地域で支え合うことが大切です介護は地域で支え合うことが大切です

　介護者である家族が心身ともに疲労し、追い詰められた結果、自覚のないままに虐待をしたり、うつ状態
になることがあります。家族が安心して介護に関する悩みを相談できるような地域を目指しましょう。

　介護を必要とする高齢者や認知症の人が増えています。
　介護されている家族は SOS を出せないこともあるので周囲の人が気づき、地域
包括支援センターなどの機関とつなげたり、地域のみなさんによる声かけや見守り
によって介護者を孤立させないことが大切です。

問合せ先    地域包括支援センター　☎34‒8729

⃝高齢者（要介護者／介護者）の身体に不自然なあざや傷がある
⃝家から怒声がする　　⃝高齢者に会わせない

⃝介護者が疲れた様子である
⃝介護者が周囲に相談できる人がいなくて困っている様子である
⃝介護を必要とする人が何人もいる
⃝介護サービスを利用していないサービスを嫌がる

⃝自宅がゴミや物で散らかっていたり異臭がする
⃝介護者が仕事や心配事などがあり余裕がない
⃝介護者に病気や障がいがある　　⃝介護者も高齢である
⃝介護者に近所付き合いがない　　⃝近所付き合いをしなくなった

高

低

▲内閣総理大臣からのメッセージを受け
取る町長と議長

▲宮崎中学校吹奏楽部のみなさん

アルファアルファ
ベットのベットの
（n）（n）

「盗む」「盗む」
身ぶり身ぶり

木の根木の根
の（ね）の（ね）

カタカナの「ノ」カタカナの「ノ」
を指で書くようを指で書くよう
に、動かす。に、動かす。

カタカナの（ニ）カタカナの（ニ）

緊急性

広報 えちぜん15 令和 ４ 年 ９ 月号
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軽量にこだわる老いの靴鞄	 司辻　文子
どの人も喜ぶ顔はえびす顔	 向当みつ子川 柳 何事も喜びに変え丸く住む	 山内　千代

喜んでくれるだろうか母の味	 山谷　ゆり川 柳

こころとからだのカレンダー

♠休日当番医（午前9時〜午後5時）
 9 月 4 日㈰ 藤田医院 ☎34–0044
 9 月11日㈰ 両林医院 ☎37–0005
 9 月18日㈰

織田病院 ☎36–1000
 9 月19日㈪
 9 月23日㈮
 9 月25日㈰

♥すくすく教室（予約制）
 9 月 1 日㈭ 午前 9 時30分～正午 織田コミュニティセンター

♥5歳児健診
 9 月21日㈬ 午後 1 時～ 4 時 織田コミュニティセンター

♥すまいる教室（予約制）
 9 月29日㈭ 午前10時～正午 朝日保健センター（朝寿殿）

♥3歳児健診
 9 月 7 日㈬ 午後 1 時～ 4 時 織田コミュニティセンター

♥離乳食教室（後期）（予約制）
 9 月15日㈭ 午前 9 時30分～正午 織田コミュニティセンター

♥助産師さんとのお話し会（予約制）
 9 月 9 日㈮ 午前 9 時30分～正午 織田子育て支援センター

問合せ先 ♠健康保険課 ☎34‒8710
 ♥子育て世代包括支援センター ☎34‒8821
 ♦越前町社会福祉協議会 ☎34‒2388

♦わいわい広場（子育てサロンのお部屋開放）
毎週水、金曜日 子育てサロンの後　午後 2 時まで

社会福祉センター
第1～4土曜・祝日 午前 9 時30分～午後 2 時まで

♦くらしの困りごと相談会（予約制）
 9 月 6 日㈫

午後 1 時～ 4 時
宮崎コミュニティセンター

 9 月20日㈫ 織田コミュニティセンター

♦無料法律相談会（予約制）
 9 月27日㈫ 午後 1 時～ 4 時 越前地域福祉センター

受　付　時　間 健康診査※1 肺がん 胃がん 乳がん 子宮頸がん

 9 月13日㈫ 織田コミュニティセンター
午前 9 時～ 11時 ● ● ●

午後 1 時～ 3 時 ● ● ● ●
(受付午後2時まで)

 9 月28日㈬ 越前コミュニティセンター
午前 9 時～ 11時 ● ●
午後 1 時～ 2 時 ● ●

 ※1　肝炎検査・ピロリ菌検査・前立腺がん検診もあわせて実施。 
 ※2　大腸がん検診はすべての会場で検査容器の配布・回収をしています。

♠集団健康診査（予約制）

♠心をいやす相談会（予約制）
 9 月16日㈮ 午後 7 時～ 9 時 越前町役場
※夜間相談日です。　　※電話相談になる場合があります。

♦子育てサロン
毎週水、金 午前9時30分～ 11時30分 社会福祉センター

予約QRコード

問合せ先　子育て世代包括支援センター　☎34–8821

　最近、町でも育児休暇を取得するパパがみられるようになって
きました。教室でも夫婦の参加が増えています。
　子育ては「抱え込まない」 「閉じこもらない」がポイントです。
　いざという時に、周りの人に頼れるよう関係づくりも大切です。

子育ては周囲の力をうまく借り子育ては周囲の力をうまく借り
ながら夫婦で一緒に行いましょうながら夫婦で一緒に行いましょう

子育て世代子育て世代
包括支援センターだより包括支援センターだより

父母や兄弟姉妹などの力を借りよう
　子育ての応援や悩み相談など最も頼りになる
存在です。思い切って甘えてみましょう。

地域に「パパ友・ママ友」を増やそう
　家族で一緒に遊んだり、助け合ったり、不安
や悩みを共有できる存在が近くにいると、子育
てがより楽しくなります。地域の子育て支援セン
ターなどに参加することで情報交換もできます。

不安や悩みは専門の相談機関へ
　子供の成長や発育に関する不安や、病気や心の
問題、親として不安や悩みなど、周囲の人に相談
しにくい場合は、公的機関や民間機関などにいろ
いろな相談機関がありますの
で活用しましょう。まずは、
子育て世代包括支援センター
までご相談ください。

父親のワークライフ・バランスガイド抜粋

こちら健康増進係 みなさんの健康づくりを応援します！第79回
H e a l t h  P r o m o t i o n  e n g a g e m e n t

問合せ先　健康保険課　☎34‒8710

9月10日は自殺予防デー　9月10日〜16日は自殺予防週間です
　9月10日は、ＷＨＯ（世界保健機関）が定めた「世界自殺予防
デー」です。日本では年に約2万人以上の人が自殺で亡くなって
いる現状があります。自殺は、心理的、身体的、社会的、経済的に、
追い詰められた末の死で、その多くが防ぐことのできる社会的な
問題だといわれています。全ての人がかけがえのない個人として
尊重される社会、「誰も自殺に追い込まれることのない社会」の実
現を目指して、社会の努力で予防していかなければなりません。

自殺は私たちみんなの問題です自殺は私たちみんなの問題です
　自殺はその多くが追い込まれた末の死であり、その背景には精神保健上の問題だけでなく、過労、生活困窮、
育児や介護疲れ、いじめや孤立などの社会的要因が関係しています。誰にでも起こりうることで、早期に発
見し適切な介入やケアをすることによって防ぐことができることがわかっています。

よく眠れない、原因不明の体調不良が続くなど、うつ病が疑われる場合は医療機関を受診しましょう。

うつ病は脳の病気ですうつ病は脳の病気です ～ストレス反応のしくみ～ ～ストレス反応のしくみ～
　ストレスを受けると、それを感知した脳の視床下部が自律神経と体内環境を調整しているホルモンの分
泌を促します。血圧や心拍数が上がる、全身の筋が緊張するといった症状はこのためです。ストレスの応
答反応が強かったり、長期化すると心身にさまざまな影響があらわれます。

高血圧、血糖値の上昇（糖尿病の原因）、生殖能力低下、免疫機能低下、
成長抑制、うつ病、自律神経障害など心身不調の例

つらい気持ちひとりで抱えていませんか？つらい気持ちひとりで抱えていませんか？
1人で抱え込まず誰かに話すことで解決の糸口がみつかることもあります。
もしも、話す相手が見つからない、誰に相談してよいかわからない場合には

下記の相談会や相談ダイヤルをご利用ください。

※注意　心療内科や精神科等に通院中の人は、相談会の利用について担当の先生にご相談の上ご利用ください。

相談無料。秘密厳守。

心をいやす相談会
　公認心理師が相談に応じます。毎月1回
開催。広報「こころとからだのカレンダー」
をご覧ください。

こころの健康相談統一ダイヤル

☎0570–064–556
運営主体　福井県総合福祉相談所

運用時間　午前9時から午後5時

定　休　日　土曜、日曜、祝日、年末年始

心の健康相談
　『眠れない』『気持ちが落ち込む』『不安な気持ちが
続く』など悩みを一人で抱えていませんか。精神科
医師が心に関する相談をお受けしています。
日　時 	 9月 1 日（木）　午後1時30分〜 4時30分
 9月15日（木）　午後1時30分〜 4時30分
会　場 	 福井県丹南健康福祉センター
 （鯖江庁舎）
スタッフ 	 精神科医師、保健師
その他 	 相談無料・完全予約制（1人50分）
予約先 	 福井県丹南健康福祉センター（☎51‒0034）

広報 えちぜん17 令和 ４ 年 ９ 月号 広報 えちぜん 16令和 ４ 年 ９ 月号

えちぜん健康な暮らしのために



広報えちぜんは
「マチイロ」で配信中 ライバルの人間性にする拍手	 原　　榮子川 柳

■	Jr. プラス
「熱中！スポーツキッズ
バレーボールチーム SUNBOYS JVC」
9月3日㈯～

「朝日中学校 文化祭」　9月24日㈯～

■	丹南キッズ～ことばのタイムカプセル～
「朝日西保育所　元気キッズが将来の夢を発表！」
9月24日㈯～

越
前
町
の
指
定
文
化
財
を
訪
ね
よ
う
109

―
『
黄
檗
版
一
切
経
』
編  

㉞  

―

たんなんスマイルTV（デジタル091ch）

9月の越前町関連の番組放送予定

丹南ケーブルテレビガイド

※番組は予告なく変更されることがあります
ので、ご了承ください。
問合せ先　丹南ケーブルテレビ㈱
　　　　　企画制作チーム　☎51–0101

※町公式動画チャンネルで「いきいき情報局」
を配信中！テレビ放送が終了したバック
ナンバーは、こちらからご覧いただけます。

■	越前町いきいき情報局
生活のオトク情報を放送中！
毎日　①7：55～　②12：55～　③19：55～

「家庭で聴ける防災行政情報」
8月27日㈯～

「秋季陶芸祭を開催します！」
9月10日㈯～

「『お試しだけ』のつもりが『定期購入』に⁉」
9月24日㈯～

学芸員M

E子

知ってる人が
出演してるかも? 丹南ケーブルテレビ

キャラクター
けーぶるん

なかよしひろば（園開
放）は、新型コロナウ
イルス感染拡大防止対
策のため、個別対応と
させていただいていま
す。利用を希望する人
は保育所（園）にお問
い合わせください。

保育所（園） 電話番号

朝日西保育所 34–5602

朝日南保育所 34–1614

あさひ保育所 34–0081

あさがお保育園 34–1110

宮崎中央保育所 32–2067

小曽原保育所 32–2039

陶の谷保育所 32–3014

西徳寺保育園 37–1354

四ヶ浦こども園 37–0305

織 田 保 育 所 36–0160

はぎのこども園 36–0396

たいら保育園 36–0251

人口と世帯
（8月1日現在）
※住民基本台帳より

人　口	 20,433	人

　男	 9,962	人
　女	 10,471	人
世帯数	 7,246	戸

なかよしひろば（園開放）

（外国人の人口と世帯数を含んでいます）

　
こ
の
写
真
は
、
越
前
消
防
団
の
操
法
訓
練
の

様
子
で
す
。一
秒
で
も
早
く
放
水
す
る
た
め
に
、

日
々
訓
練
に
励
む
消
防
団
員
の
み
な
さ
ん
。
練

習
を
積
ん
だ
消
防
団
員
の
動
き
は
キ
ビ
キ
ビ
し

て
い
て
本
当
に
か
っ
こ
い
い
で
す
。
消
防
団
は

自
営
業
や
会
社
員
な
ど
の
色
々
な
職
種
の
方
々

が
集
ま
っ
て
結
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
忙
し
い
仕

事
の
合
間
を
縫
っ
て
、
消
防
団
に
入
る
理
由
は

「
地
域
の
安
全
を
守
り
た
い
」
と
い
う
熱
い
消

防
団
員
魂
に
他
な
り
ま
せ
ん
。
今
月
号
の
特
集

で
消
防
団
の
活
動
に
つ
い
て
知
っ
て
い
た
だ
け

れ
ば
幸
い
で
す
。

　
「
誰
か
の
た
め
に
何
か
を
し
た
い
け
ど
、
勇

気
が
な
い
…
。」
と
迷
っ
て
い
る
ア
ナ
タ
！

　
ほ
ら
、
こ
ん
な
か
っ
こ
い
い
消
防
団
に
入
っ

て
み
ま
せ
ん
か
。「
地
域
の
た
め
に
…
。」、「
誰
か

の
た
め
に
…
。」
働
く
の
も
、悪
く
な
い
で
す
よ
。

表
紙
の
写
真

（
敬
称
略
、
8
月
15
日
現
在
）

（
8
月
15
日
現
在
）

新
し
い
家
族
で
す

お
く
や
み

内　

郡	

三
田
村
桂
二
さ
ん
（
61
歳
）

朝　

日	

山
口　

房
治
さ
ん
（
91
歳
）

朝　

日	

佐
々
木　

薫
さ
ん
（
84
歳
）

上
川
去	

福
岡　

政
保
さ
ん
（
86
歳
）

佐
々
生	

細
川　

俊
子
さ
ん
（
96
歳
）

気
比
庄	

塚
本
サ
ヨ
子
さ
ん
（
95
歳
）

気
比
庄	

針
原
十
三
子
さ
ん
（
69
歳
）

田　

中	

中
村　
　

强
さ
ん
（
75
歳
）

栃　

川	

寺
田　

賢
二
さ
ん
（
92
歳
）

宝
泉
寺	

三
上　

則
夫
さ
ん
（
71
歳
）

小
曽
原	

山
内　

雅
子
さ
ん
（
88
歳
）

小
曽
原	

和
田　

光
代
さ
ん
（
85
歳
）

小
曽
原	

木
原　

豊
彦
さ
ん
（
78
歳
）

江　

波	

向
當
傳
右
ヱ
門
さ
ん
（
89
歳
）

樫　

津	

阿
蘇
谷　

徹
さ
ん
（
90
歳
）

小　

樟	

中
島
キ
ヨ
エ
さ
ん
（
89
歳
）

道　

口	

北
瀬
サ
ダ
エ
さ
ん
（
89
歳
）

　

厨	

河
合
ト
シ
子
さ
ん
（
94
歳
）

高　

佐	

渡
邉　

由
美
さ
ん
（
62
歳
）

高　

佐	

壁
下　

喜
平
さ
ん
（
84
歳
）

米　

ノ	

中
橋　
　

治
さ
ん
（
84
歳
）

　

北	

北
嶋　

幸
子
さ
ん
（
95
歳
）

高　

橋	

山
塙　

智
彦
さ
ん
（
64
歳
）

　

辻	

鳥
居　

正
彦
さ
ん
（
84
歳
）

平　

等	

平
澤　

正
信
さ
ん
（
75
歳
）

西
ケ
丘	

名
谷　

良
輔
さ
ん
（
65
歳
）

西
田
中 

佐さ
　
さ
　
き
々
木
双ふ
た
　
ば葉

（
圭
輔
、
女
）

西
田
中 

伊い
　
と
う藤　

立り
つ
　
き葵

（
正
裕
、
男
）

東
内
郡 

若わ
か
　
さ狹　

凪な
ぎ
　
と虎

（
貴
慎
、
男
）

上
川
去 

牧ま
き
　
の野　

紗さ
や
　
か花

（
浩
一
、
女
）

小
曽
原 

森
も
り
　
や
ま山　

千ち
　
は
や颯

（
智
弘
、
男
）

樫　

津 

山
や
ま
　
し
た下　

透と
う
　
や矢

（
恭
兵
、
男
）

蝉　

口 

鷲わ
し
　
だ田　

悠
ゆ
う
　
す
け祐（

佳
祐
、
男
）

上　

野 

轟
と
ど
ろ
き
　
　

心み
　
か夏

（
雄
士
郎
、
女
）

寺　

家 

河
か
わ
　
か
み上　

翔と
　
わ和

（
祐
太
、
女
）

三　

崎 

木き
　
み
ず水　

俐り
　
く玖

（
洸
平
、
男
）

細　

野 

川
か
わ
　
み
ち道　

羽う
　
る瑠

（
潤
、
女
）

　

今
年
の
中
秋
の
名
月
は
10
日
㈯
だ
そ
う
で

す
。
み
な
さ
ん
は
「
お
は
ぎ
」
と
「
ぼ
た
も

ち
」
の
違
い
を
ご
存
じ
で
す
か
。
形
状
や
あ
ん

こ
の
種
類
で
呼
び
分
け
る
こ
と
も
あ
る
そ
う
で

す
が
、
正
確
な
区
別
は
作
る
季
節
に
あ
る
そ
う

で
す
。

　

春
の
お
彼
岸
に
は
牡
丹
の
花
に
見
立
て
て

「
牡
丹
餅
」、
秋
の
お
彼
岸
に
は
萩
の
花
に
見
立

て
て
「
御
萩
」
と
言
い
ま
す
。
ま
た
、
夏
に
作

る
と
「
夜
船
」、
冬
に
作
る
と
「
北
窓
」
と
言

う
そ
う
で
す
。
あ
ま
り
な
じ
み
の
な
い
お
洒
落

な
呼
び
名
で
す
ね
。
理
由
が
気
に
な
る
方
は
ぜ

ひ
、
一
度
調
べ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

※
区
別
方
法
は
諸
説
あ
り
ま
す
。

編
集
後
記

（前月から16人の減）

Ｅ
子 

　
こ
ん
に
ち
は
。

学
Ｍ 

　
こ
ん
に
ち
は
。
前
回
ま
で
、
朝
鮮
半
島
の
高こ

う

麗ら
い

（
九
一
八
〜
一
三
九
二
）
に
お
い
て
開
板
さ
れ
た

『
高
麗
版
大
蔵
経
』が
、室
町
将
軍
や
大
名
た
ち
の

手
を
経
て
日
本
へ
請
来
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て

紹
介
し
て
き
ま
し
た
。

 

　
今
回
は
、
い
よ
い
よ
日
本
で
も
一
切
経
の
出
版

が
始
ま
っ
た
様
子
に
つ
い
て
見
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

Ｅ
子 

　
そ
れ
は
、い
つ
の
時
代
の
こ
と
で
す
か
。

学
Ｍ 

　
近
世
、
す
な
わ
ち
江
戸
時
代
の
こ
と
で
す
。
長

い
戦
乱
の
時
代
が
終
わ
り
一
七
世
紀
に
な
る
と
、

日
本
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
復
興
が
始
ま
り

ま
す
。仏
教
界
で
は
永
年
の
念
願
で
あ
っ
た
一
切

経
の
刊
行
が
行
わ
れ
、
そ
の
端
緒
が『
宗
存
版
一

切
経
』と
な
り
ま
す
。

Ｅ
子 

　
初
め
て
聞
い
た
名
称
で
す
ね
。「
宗

し
ゅ
う

存ぞ
ん

」と
い
う

の
は
、人
の
名
前
な
の
で
す
か
。

学
Ｍ 

　
宗
存
は
天
台
宗
の
僧
侶
で
、伊
勢
国
に
あ
っ
た

高
日
山
法
薬
院
常
明
寺
の
別べ

っ

当と
う

職し
き

を
勤
め
て
い

た
人
物
で
す
。宗
存
の
経
歴
に
つ
い
て
は
不
明
な

点
が
多
く
、出
身
地
や
生
年
な
ど
は
知
ら
れ
て
い

ま
せ
ん
。

 

　
大
正
時
代
に
な
る
ま
で
、『
宗
存
版
一
切
経
』が

注
目
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。す
べ

て
揃
っ
た
一
切
経
は
残
っ
て
お
ら
ず
、ま
た
宗
存

が
ど
の
よ
う
な
僧
侶
で
あ
っ
た
か
ほ
と
ん
ど
知

ら
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
で
す
。

Ｅ
子 

　
な
ぜ『
宗
存
版
一
切
経
』
が
注
目
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
の
で
す
か
。

学
Ｍ 

　
近
年
、比
叡
山
延
暦
寺
で
約
一
七
万
四
〇
〇
〇

点
も
の
用
材
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。こ
れ
ら
は
宗

存
が
一
切
経
の
印
刷
に
使
用
し
た
も
の
で
、重
要

文
化
財
と
な
っ
て
い
ま
す
。

Ｅ
子 

　

ま
だ
ま
だ
発
見
さ
れ
て
い
な
い
重
要
な
資
料

が
残
っ
て
い
る
の
で
す
ね
。宗
存
が
一
切
経
の
印

刷
を
行
っ
た
の
は
い
つ
の
時
期
で
す
か
。

学
Ｍ 

　
宗
存
は
後
陽
成
天
皇（
一
五
七
一
〜
一
六
一
七
）

の
勅ち

ょ
く
に
よ
り
、『
高
麗
版
大
蔵
経
』（
再さ

い

彫ち
ょ
う

本
）を
底

本
に
、
一
切
経
刊
行
事
業
を
始
め
た
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
慶
長
一
八
年（
一
六
一
三
）

か
ら
寛
永
元
年（
一
六
二
四
）ま
で
の
一
二
年
間
に

一
四
〇
点
以
上
の
経
典
や
仏
書
を
刊
行
し
ま
し
た
。

Ｅ
子 

　
『
宗
存
版
一
切
経
』に
は
、ど
の
よ
う
な
特
徴
が

あ
る
の
で
す
か
。

学
Ｍ 

　

こ
れ
ま
で
見
て
き
た
中
国
や
朝
鮮
で
開
板
さ

れ
た
大
蔵
経
は
整
版
印
刷
さ
れ
た
も
の
で
す
。

Ｅ
子 

　
つ
ま
り
、文
字
や
絵
図
を
彫
刻
し
た
版
木
に
墨

を
塗
り
、そ
の
上
か
ら
用
紙
を
あ
て
馬ば

楝れ
ん

で
擦
っ

た
も
の
で
す
ね
。

学
Ｍ 
　

そ
う
で
す
。『
宗
存
版
一
切
経
』
は
木も

く

活か
つ

字じ

本

と
い
わ
れ
、木
に
一
〜
六
文
字
を
彫
り
込
ん
で
活

字
を
作
成
し
、そ
れ
ら
を
組
み
合
わ
せ
て
印
刷
し

た
も
の
で
す
。バ
ラ
バ
ラ
の
文
字
の
ス
タ
ン
プ
を

ペ
ー
ジ
ご
と
に
は
め
込
ん
で
印
刷
し
、次
の
ペ
ー

ジ
に
な
る
と
ス
タ
ン
プ
を
組
み
直
す
と
い
っ
た

イ
メ
ー
ジ
で
す
。

Ｅ
子 

　
こ
の
方
法
だ
と
、同
じ
字
を
何
度
も
版
木
で
彫

る
必
要
は
な
く
な
り
、手
間
が
減
り
ま
す
ね
。

学
Ｍ 

　
豊
臣
秀
吉（
一
五
三
七
〜
九
八
）に
よ
る
文
禄
・

慶
長
の
役（
一
五
九
二
〜
九
八
）
に
と
も
な
い
朝

鮮
半
島
か
ら
連
れ
て
こ
ら
れ
た
印
刷
技
術
者
が
活

字
版
印
刷
を
日
本
へ
伝
え
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

Ｅ
子 

　
当
時
の
最
新
技
術
に
よ
っ
て
、一
切
経
が
印
刷

さ
れ
た
の
で
す
ね
。

【
引
用
・
参
考
文
献
】

井
上
宗
男
ほ
か 

編『
日
本
古
典
籍
書
誌
学
辞
典
』岩
波

書
店　
一
九
九
九
年

京
都
仏
教
各
宗
学
校
連
合
会 

編『
新
編　

大
蔵
経　

―
成
立
と
変
遷
』法
蔵
館　
二
〇
二
〇
年
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http：//www.town.echizen.fukui.jp
過去の広報えちぜんも
町ホームページでご覧いただけます。

町ホームページ
QRコード

（スマートフォン用）

町公式動画チャンネル
QRコード

（スマートフォン用）

町LINE
QRコード

（スマートフォン用）

●	城崎南保育所児童クラブ	●
放課後児童クラブでは遊びが大好きな学童さんたちが
思いっきり楽しんでいます。

No.27輝け！

まずは学習

外遊びやゲーム。
元気いっぱい♡

バッタ
つかまえたよ！

海の水
気持ちいい～

浜あ
そびだ

ぁ～いすき！

浜あ
そびだ

ぁ～いすき！

令和4年度

越前町総合防災訓練を実施します越前町総合防災訓練を実施します
　全国各地で毎年のように地震や台風などの自然災害が発生し、さらに、
近年では局地的大雨や土砂災害、河川の氾濫などによる被害も多発して
います。当町においても、令和3年7月の大雨により大きな被害を受け
ました。このため、今回の防災訓練は、大型台風の接近に伴う大雨、暴
風による洪水や土砂災害を想定した内容で実施します。訓練のご参加、
ご協力をお願いします。

日　時  9月25日（日）　訓　　練　午前8時~11時30分
	 　　　　　　　　		 車両展示　午前10時~正午

場　所 	 越前町役場駐車場、越前町生涯学習センター
 緊急速報メール　午前8時35分頃（避難指示）訓練メール・
訓練放送  防 災 行 政 無 線　午前7時45分頃（訓練放送）
	 　　　　　　　　午前8時35分頃（避難指示）

注意事項 	 緊急速報メールは、発信された時間に町内または町内に近
い場所にいる人の携帯電話に強制的に送られます。訓練配信・放送です
ので、実際の災害とお間違えの無いようお願いします。

当日は、はしご車や
ポンプ車、救急車、パトカー、

トイレカーなどの車両展示のほか、
子ども達には素敵なプレゼントを

用意しております。
お気軽にお越しください。

問合せ先　防災安全課　☎34‒8721
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